
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

静岡県立大学グローバル地域センターでは、ワークショップ「南海トラフ地震の予測

に必要な観測・研究は何か」を開催します。 

報道機関の皆様におかれましては、告知に御協力をお願いします。 
 

記 

 

 １ 趣 旨   切迫性の高まる南海トラフ地震の予測可能性が議論されている。そ

の結果、国の中央防災会議によれば、地震の規模や発生時期を高い確

度で予測することは、現状では困難であると言う。一方、静岡県第 4

次地震被害想定では、地震が予知されて事前の避難等が実施された場

合、被害軽減効果は大きく、その実現が望まれる。 

そこで、このような状況を踏まえ、南海トラフ地震の予測へ向けて

どんな観測・研究が必要か、どんな地震予測情報が社会から求められ

ているか、もう一度足元から見直すワークショップを開催する。 

２ 日 時  平成 29年２月１日（水） 午前 10時から午後５時まで 

３ 会 場  静岡県立大学谷田キャンパス 一般教育棟３階 2309講義室  

（静岡市駿河区谷田 52-1） 
    
４ 内 容  別添チラシのとおり 
 

５  対 象  研究者、地方公共団体・企業の防災担当者、防災関係の NPO

団体、地域防災に関心のある方 など（参加無料）。 

 
６ 事前申込 FAX、郵便、E-mailに名前・ふりがな、会社・団体名・学校名、住所、

電話番号を記載しグローバル地域センターまで。 

ホームページ（http://global-center.jp/）からもお申込みいただけ 

ます。定員（120名）になり次第、締め切ります。 

 ７ 主 催  静岡県立大学グローバル地域センター 

  ８  共 催  静岡大学防災総合センター、東海大学海洋研究所  

 

 

 

社会部にも同日に提供しております。 

提供日  2016/1/19 

タイトル グローバル地域センター地震予知部門ワークショップの開催 

担  当 静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

     グローバル地域センター  

発信担当者 054-245-5600 

ワークショップ「南海トラフ地震の予測に必要な観測・

研究は何か」を開催します 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠３-６-１ もくせい会館２階 

 静岡県立大学グローバル地域センター  

 電話 054-245-5600、FAX 054-245-5603 

 メールアドレス glc（ここに@を入れてください）u-shizuoka-ken.ac.jp 

 

 

     

静岡県立大学記者提供資料 

 


